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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動工具（１０）であって、
　‐モータ歯車（１５）を備えた電気モータ（１１）と、
　‐入力歯車（１６）を備えた出力シャフト（１３）と、
　‐前記モータ歯車（１５）を前記入力歯車（１６）に連結するカップリング（１７）と
、
　‐前記モータ（１１）、前記モータ歯車（１５）、前記カップリング（１７）および前
記入力歯車を収容したハウジング（１８）とを有する、電動工具において、前記カップリ
ング（１７）は、シャフト部分（２５）および前記シャフト部分の互いに反対側の端のと
ころに配置されていて前記モータ歯車（１５）および前記入力歯車（１６）にそれぞれ連
結可能な２つの連結部分（２６）を有し、前記モータ歯車（１５）と前記入力歯車（１６
）の両方は、上反り輪郭形状を有し、該上反り輪郭形状により、前記上反り輪郭形状を有
する前記モータ歯車（１５）および前記入力歯車（１６）のうちの一方の軸方向位置に対
する前記カップリング（１７）の傾斜運動が可能であり、
　前記連結部分（２６）の両方は、前記モータ歯車（１５）および前記入力歯車（１６）
にそれぞれ噛み合い連結可能なスプラインを有し、
　前記カップリングの前記２つの互いに反対側の連結部分（２６）は、前記シャフト部分
（２５）内に嵌め込まれるプラスチック部品であり、
　前記シャフト部分（２５）は、管の形をしており、
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　前記連結部分（２６）は、前記シャフト部分（２５）内に圧力嵌めされている、
　ことを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　前記連結部分（２６）は、凹部（３０）を有し、前記シャフト部分（２５）の案内（３
１）が前記連結部分（２６）および前記シャフト部分（２５）を前記連結部分（２６）と
前記シャフト部分（２５）の相互回転が生じないようロックするために前記凹部内に嵌ま
り込む、
　請求項１記載の電動工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動力伝動装置を介して出力シャフトに連結されている電気モータを備えた電
動工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トルク送出電動工具、例えばねじ回しは、多様な分野で用いられている。互いに異なる
用途には、性能パラメータ、例えば速度およびトルクレベルに対して互いに異なる要求が
定められる。したがって、電動工具をモジュラー形状で製作してコンポーネント、例えば
モータおよび減速歯車装置を、時間のかかるかつコスト高の改造を必要としないで、既存
のツールハウジング内で異なるものに交換することができるようにする要望が存在する。
【０００３】
　モジュラー動力工具は、典型的には、特定の要望または用途に応じて互いに異なるモー
タおよび／または互いに異なる歯車装置を受け入れるようになったケーシングを有する。
しかしながら、かかる動力工具に関する問題は、動力伝動装置を通常、互いに異なるモジ
ュールに容易には合わせることができないということにある。通常、動力伝動装置は、で
きるだけ損失を少なくした状態でトルクを最善の仕方で伝達するようできるだけ高剛性に
製作される。この結果、動力伝動装置は、軸方向位置合わせ不良に関する公差が貧弱にな
る場合があり、それにより、動力伝動装置に沿ってまたはモータもしくは出力シャフト中
に有害な応力が生じる場合がある。さらに、かかる動力伝動装置は、互いに異なる用途に
合わせて交換しまたは適合させるようには構成されていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　それゆえ、互いに異なるサイズのモジュールへの融通性のある適合を可能にするととも
に動力伝動に関与するコンポーネントの軸方向位置合わせ不良に対する許容可能な公差を
備えた信頼性のある動力伝動を可能にする動力伝動装置を備えた動力工具が要望されてい
る。
【０００５】
　本発明の目的は、動力工具の部品をモジュールとして交換すると同時に効率的かつ信頼
性のある動力伝動を提供することを可能にする伝動工具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１に記載された本発明によって達成され、本発明は、電動工具であ
って、モータ歯車に連結された電気モータと、入力歯車に連結された出力シャフトと、モ
ータ歯車を入力歯車に連結するカップリングと、モータ、モータ歯車、カップリングおよ
び入力歯車を収容したハウジングとを有する形式の電動工具に関する。カップリングは、
シャフト部分と、シャフト部分の互いに反対側の端のところに配置されていてモータ歯車
および入力歯車にそれぞれ連結可能な２つの連結部分とを有し、モータ歯車および入力歯
車のうちの少なくとも一方は、上反り輪郭形状を有し、この上反り輪郭形状により、上反
り輪郭形状を有するモータ歯車および入力歯車のうちの一方の軸方向位置に対するカップ
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リングの傾斜運動が可能である。
【０００７】
　この構成は、従来構成に対して動力伝動に関与するコンポーネントの軸方向位置合わせ
不良に対する向上した公差を有する。
【０００８】
　さらに、この構成により、カップリングは、カップリングのシャフト部分を異なる長さ
のシャフト部分で単に置き換えることによって異なる長さの互いに異なるモジュールに容
易に適合可能である。
【０００９】
　本発明の他の特徴および他の利点は、独立形式の請求項の記載および図示の実施形態の
詳細な説明から明らかになる。
【００１０】
　以下の詳細な説明において、添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の特定の実施形態としての動力工具を示す図である。
【図２】図１の動力工具の動力伝動装置の断面図である。
【図３】本発明のカップリングの切除斜視図である。
【図４】本発明のカップリングの分解組立て図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１には、本発明の特定の実施形態としての動力工具が示されている。図示の動力工具
１０は、モータ１１を有するトルク送出電動工具であり、モータ１１は、減速歯車装置１
２を含む動力伝動装置を介して出力シャフト１３に連結されている。ビットホルダ１４が
ねじまたはナットにより連結可能なビットの挿入を行うことができるよう出力シャフト１
３の外端に取り付けた状態で配置されている。
【００１３】
　動力伝動装置は、モータ１１によって駆動されるとともにカップリング１７を介して減
速歯車装置１２の入力歯車１６に連結されたモータ歯車１５を更に有する。ハウジング１
８がモータ１１および動力伝動装置を収容するよう構成されている。出力シャフト１３は
、ハウジング１８の前端を貫通している。図示の実施形態では、捩じりばね１９が減速歯
車装置１２とハウジング１８との間に働く反力を吸収するよう配置されている。図示の捩
じりばね１９は、ハウジング１８の管状部分内にぴったりと嵌め込まれた螺旋ばねである
。
【００１４】
　図２には、動力工具１０の動力伝動装置の断面図が示されている。図示の実施形態では
、減速歯車装置１２は、遊星歯車装置連結部３３を介して入力歯車１６に連結された太陽
歯車２２によって駆動される遊星歯車装置である。遊星歯車装置の出力歯車２３が遊星歯
車装置の遊星キャリヤ（図示せず）に連結されている。歯車リム（図示せず）が遊星キャ
リヤの外側に配置されている。歯車リムは、ハウジングに対して単一の軸受２４内に配置
されている。それゆえ、歯車リムは、ハウジングには固定されておらず、捩じりばね１９
の作用に抗して回転するよう配置されている。これは、例示の実施形態そのものであり、
遊星歯車もまさにまた、ハウジング１８によって全体が支持されるのが良く、捩じりばね
をなしで済ますことができる。歯車モータ１５を入力歯車１６に連結する本発明のカップ
リング１７が捩じりばね１９の内部に位置した状態で示されている。
【００１５】
　カップリング１７は、細部が図３および図４に示されている。カップリングは、シャフ
ト部分２５およびシャフト部分２５の互いに反対側の端のところに配置されていてモータ
歯車１５および入力歯車１６にそれぞれ連結可能な２つの連結部分２６を有する。モータ
歯車１５は、モータによって駆動されるモータシャフト２８に連結され、入力歯車は、減
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【００１６】
　図４に示されているように、特定の実施形態のモータ歯車１５および入力歯車１６は、
上反り輪郭形状を有し、これら上反り輪郭形状により、カップリング１７の軸方向位置に
対する傾斜運動が可能である。上反り輪郭形状は、歯車の歯付き部分が軸方向に変化する
半径を有することを意味している。この半径は、歯車の中間部の近くで最も大きく、中間
部の近くの最大半径から両方の方向に減少する。歯車１５，１６は、連結部分２６と噛み
合い接触関係をなして配置されるべきであり、連結部分２６は、それゆえに、歯付きまた
はスプライン付き内部３２を有する。スプライン付き内部３２は、そのスプライン付き長
さ分全体を通じて同一の内側輪郭形状を備えた真っ直ぐなスプラインを有する。最適噛み
合い相互作用を達成するため、上反り歯の曲率は、連結部が僅かに傾けられているかある
いは完全に真っ直ぐであるかとは無関係に、連結部分２６のスプライン付き内部３２と等
しい良好な噛み合い状態をもたらす部分円形周囲を有するべきである。
【００１７】
　図示の実施形態では、モータ歯車１５と入力歯車１６の両方は、上反り歯車輪郭形状を
有する。しかしながら、モータ歯車１５および入力歯車１６のうちの一方だけが上反り歯
車輪郭形状を有する限り、上反り輪郭形状を有するモータ歯車１５および入力歯車１６の
うちの一方の軸方向位置に対するカップリング１７の傾斜運動を可能にする作用効果が達
成される。
【００１８】
　連結部分２６の両方は、モータ歯車１５および入力歯車１６へのそれぞれの噛み合い連
結可能なスプラインを有する。有利には、カップリングのスプライン付き連結部分２６は
、シャフト部分２５内に嵌め込まれるプラスチック部品である。好ましくは、連結部分２
６は、シャフト部分２５の端開口部内に圧力嵌めされるよう厳しい公差で製作される。圧
力嵌め構成の利点は、接着剤が不要であるということにある。
【００１９】
　シャフト部分２５は、管の形をしているのが良いが、このシャフト部分は、図示の実施
形態の場合のように、中実中間区分２７を更に有するのが良い。中実中間区分２７は、連
結部分２６のための軸方向停止部および支持体として機能することができる。さらにそう
は言うものの、各連結部分２６は、これまた連結部分２６のための軸方向停止部および支
持体として機能するリム２９を備えても良く、その結果、中実中間区分２７はその目的の
ためには不要である。
【００２０】
　リム２９は、凹部３０を有し、シャフト部分２５の案内３１が連結部分２６およびシャ
フト部分２５を相互回転しないようロックするようにこれら凹部内に嵌まり込む。案内３
１はまた、連結部分２６をシャフト部分２５に軸方向にロックするグリップ端部（図示せ
ず）を更に有するのが良い。代表的には、そうは言うものの、かかるグリップ端部は、必
要ではなく、と言うのは、シャフト部分２５と連結部分２６との締まり嵌めは、シャフト
部分２５および連結部分２６が互いに対してロック状態のままであるようにするのに足る
ほど締まり状態にあるからである。
【００２１】
　上述したように、上述したように、本発明の特定の実施形態について説明した。しかし
ながら、本発明は、この実施形態に限定されることはない。本発明は、特許請求の範囲の
記載によって定められた本発明の保護範囲内で別の実施形態を含むことは、当業者には明
らかである。
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